
問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219
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むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

風邪や感染症にかかりやすいのは、寒くて空気が乾燥している冬のイメージを
持つ人も多いと思います。しかし、ウイルスや細菌にはさまざまなタイプがあり、
夏に流行する感染症もあります。今月は夏の三大感染症について紹介します。

～ 心も体も元気に ～
　運動習慣は体を、人との交流は心を元気にします。
近年の研究で、運動習慣と人との交流がある人は、
フレイル（虚弱状態）になるリスクが低くなるという
結果があります。
　ここでいう、人との交流とは、趣味などの文化活
動やボランティア、地域活動などに参加している状
況です。
　外出の機会を増やすと、社
会とのつながりが生まれ、心身
の機能が向上します。
　地域の公民館などで行われ
ている「通いの場」は、運動と
交流を目的に実施されていま
す。お住いの地区の通いの場
については、市ホームページ
で確認するか、高齢支援課ま
でお問い合わせください。

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216

手
足
口
病

▼
症
状　
3
～
5
日
の
潜
伏
期
間
を

経
て
、手
の
ひ
ら
、足
の
裏
や
甲
、口

の
中
な
ど
に
発
疹
が
出
ま
す
。
約
3

分
の
1
の
人
が
発
熱
し
、微
熱
程
度

で
数
日
間
の
う
ち
に
治
り
ま
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
の
型
に
よ
っ
て
は
38
～
39

度
の
熱
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
疹
は
4
～
5
日
程
度
で
治
り
ま
す
。

　

生
後
６
カ
月
か
ら
4
～
5
歳
の
乳

幼
児
が
か
か
る
こ
と
が
多
く
、飛
沫

感
染
や
便
か
ら
出
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
感
染
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
治
療
と
ケ
ア　
症
状
を
和
ら
げ
る

対
症
療
法
が
中
心
で
す
。
口
内
の
水

疱
が
し
み
て
食
欲
が
低
下
す
る
場

合
は
、口
当
た
り
の
良
い
も
の
を
食

べ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
脱
水
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
水
分
は
こ
ま
め
に

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

咽
頭
結
膜
熱

▼
症
状　

39
度
以
上
の
高
熱
が
3

～
5
日
続
き
、の
ど
が
赤
く
腫
れ
て

痛
み
を
伴
い
ま
す
。
頭
痛
や
吐
き
気
、

腹
痛
、下
痢
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、目
の
充
血
や
目
や
に
、ま

ぶ
し
が
る
と
い
っ
た
結
膜
炎
の
症
状

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

咽
頭
結
膜
熱
は
プ
ー
ル
熱
と
も
呼

ば
れ
ま
す
が
、プ
ー
ル
以
外
で
感
染

す
る
こ
と
も
多
く
、飛
沫
感
染
と
接

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

▼
症
状　
38
～
40
度
の
突
然
の
高
熱

と
、の
ど
の
腫
れ
や
口
内
炎
の
よ
う

な
た
だ
れ
を
伴
う
の
ど
の
風
邪
で
す
。

全
身
の
だ
る
さ
で
不
機
嫌
に
な
っ
た

り
、下
痢
や
嘔
吐
を
繰
り
返
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発
熱
は
３

日
ほ
ど
で
下
が
り
、口
の
中
の
た
だ

れ
も
１
週
間
ほ
ど
で
治
り
ま
す
。

　

7
月
が
流
行
の
ピ
ー
ク
で
す
。
感

染
者
は
全
体
の
90
％
が
5
歳
以
下
で
、

１
～
2
歳
が
最
も
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
型
が
い
く
つ

か
あ
る
た
め
、何
度
も
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
治
療
と
ケ
ア　

ワ
ク
チ
ン
や
薬

は
な
い
た
め
、解
熱
剤
や
の
ど
の
痛

み
を
和
ら
げ
る
薬
を
使
用
し
な
が
ら

自
分
の
免
疫
力
に
よ
っ
て
症
状
が
よ

く
な
る
の
を
待
ち
ま
す
。
の
ど
が
痛

く
て
食
事
が
取
り
づ
ら
く
な
る
た
め
、

食
べ
も
の
は
冷
た
く
て
の
ど
ご
し
が

良
い
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

麦
茶
や
イ
オ
ン
飲
料
な
ど
で
水
分
の

補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
高
熱
が

３
日
以
上
続
く
と
き
や
、元
気
が
な

く
て
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
と
き
は
、

も
う
一
度
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
復
後
も
口
か
ら
1
～
2
週
間
、

便
か
ら
2
～
4
週
間
に
わ
た
っ
て
ウ

イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
る
の
で
、注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

触
感
染
が
主
な
感
染
経
路
で
す
。
６

月
ご
ろ
か
ら
増
え
始
め
、7
～
8
月

ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

▼
治
療
と
ケ
ア　
症
状
に
対
し
て
の

対
症
療
法
と
、目
の
症
状
が
強
い
場

合
は
点
眼
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
咽

頭
結
膜
熱
の
原
因
と
な
る
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
い
た
め
、こ

ま
め
に
手
洗
い
を
し
、き
ょ
う
だ
い

が
い
る
家
庭
で
は
タ
オ
ル
や
食
器
の

共
用
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

目
や
に
は
タ
オ
ル
で
は
な
く
、湿

ら
せ
た
ガ
ー
ゼ
で
ふ
き
取
り
、使
い

捨
て
に
し
ま
す
。

　

症
状
が
治
ま
っ
た
後
も
、口
か
ら

は
7
～
14
日
間
、便
か
ら
は
30
日
間

程
度
は
、ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
続
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

　

夏
の
感
染
症
は
、咳
や
く
し
ゃ
み

に
よ
る
飛
沫
感
染
と
、直
接
ま
た
は

物
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
口
や
鼻
の

中
に
運
ば
れ
る
接
触
感
染
が
主
な
感

染
経
路
で
す
。

● 

食
前
や
外
出
後
な
ど
は
、こ
ま
め

な
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
回

復
後
も
ウ
イ
ル
ス
は
排
泄
さ
れ
る

た
め
、お
む
つ
交
換
後
の
手
洗
い

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

● 

マ
ス
ク
で
の
予
防
と
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

● 

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の
集
団

生
活
の
場
面
で
は
、タ
オ
ル
の
共

用
を
避
け
、唾
液
が
付
い
た
お
も

ち
ゃ
は
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

3
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

●
老
後
に
備
え
ま
す

　

65
歳
か
ら
一
生
涯
、老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す（
終
身
保
障
）。

❶
老
齢
基
礎
年
金　
本
年
度
年
金
額

　

79
万
５
千
円（
満
額
）

●
不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

　

病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
て

働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は「
障
害

基
礎
年
金
」が
、ま
た
、万
一
本
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
は
、残
さ
れ
た
配

偶
者
や
子
に「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の

障
が
い
や
死
亡
の
場
合
は
、厚
生
年

金
や
共
済
年
金
か
ら
も
基
礎
年
金
に

上
乗
さ
れ
、年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

❷
障
害
基
礎
年
金　
本
年
度
年
金
額

　

▼
1
級　
99
万
３
７
５
０
円

　
▼
2
級　
79
万
５
千
円

❸
遺
族
基
礎
年
金　
本
年
度
年
金
額

　
（
子
の
あ
る
配
偶
者
）79
万
５
千
円

※ 

❷
❸
は
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算

が
あ
り
ま
す（
2
人
目
ま
で
：
各

22
万
８
７
０
０
円
、3
人
目
以
降
：

各
７
万
６
２
０
０
円
）

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
に
は
、障
が
い
や
死
亡

と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の

公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
3
分
の
2

以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、保
険
料
が

納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死
亡
し
た

日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
1

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

出
張
相
談
の
ご
案
内

　

熊
本
西
年
金
事
務
所
で
は
、出
張

に
よ
る
年
金
相
談
を
予
約
制
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
左
記
ま
で
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

❶ 

熊
本
市
北
区
役
所

　

☎
０
９
６（
２
７
２
）６
９
０
５

毎
月
第
4
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

❷ 

山
鹿
市
役
所

　

☎
０
９
６
８（
43
）１
５
７
６

毎
週
㈬ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

❸
菊
池
市
役
所

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

毎
月
第
2
・
4
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分

❹ 

大
津
町
役
場

　

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
２

毎
月
第
3
㈮ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※ 

出
張
相
談
の
日
程
は
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

自
動
音
声
案
内「
1
を
押
し
て
2
」

４月の歯科検診で、むし歯がなかったお子さん
を紹介します。※敬称略。（ ）内の行政区は検診日時点

3歳児健診時「むし歯なし」の子献血を実施する事業所を募集中です！
　熊本県赤十字血液センターでは、企業や学校な
ど団体での献血への協力をお願いしています。
　血液製剤には有効期間があり、安定的に患者さ
んへ血液を届けるには、継続的な献血への協力が
必要不可欠です。以下に献血バス配車の目安を記
載していますので、ご検討ください。

※ 駐車場所が確保できない場合は、会議室や研修室など
を利用した献血もできますのでご相談ください

●１日献血の場合（400mL献血：50～60人程度）
　【時間】午前９時30分～正午、午後１時30分～４時
●半日献血の場合（400mL献血：30人程度）
　【時間】午前9時30分～正午
　　　　または午後１時30分～４時
●献血バスの駐車場所 
　【全長】12m　【全幅】３m　【全高】４m
●受付場所　会議室、事務所など

問熊本県赤十字血液センター　☎096（384）6725

9 82023 June広報きくち2023 June広報きくち




